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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

　

回次
第35期
第２四半期
連結累計期間

第36期
第２四半期
連結累計期間

第35期

会計期間
自  平成22年４月１日

至  平成22年９月30日

自  平成23年４月１日

至  平成23年９月30日

自  平成22年４月１日

至  平成23年３月31日

売上高 （百万円） 7,389 7,912 15,263

経常利益 （百万円） 135 489 828

四半期（当期）純利益 （百万円） 3 191 307

四半期包括利益又は包括利益 （百万円） 7 225 382

純資産額 （百万円） 12,116 12,323 12,152

総資産額 （百万円） 29,615 30,190 29,046

１株当たり四半期（当期）純
利益金額

（円） 0.52 31.31 50.70

潜在株式調整後１株当たり
四半期（当期）純利益金額

（円） 0.51 30.59 50.23

自己資本比率 （％） 39.8 39.7 40.7

営業活動によるキャッシュ・
フロー

（百万円） 567 684 1,741

投資活動によるキャッシュ・
フロー

（百万円） △665 △287 △1,504

財務活動によるキャッシュ・
フロー

（百万円） 320 △326 △592

現金及び現金同等物の四半期
末（期末）残高

（百万円） 4,423 3,915 3,845

　

回次
第35期
第２四半期
連結会計期間

第36期
第２四半期
連結会計期間

会計期間
自  平成22年７月１日

至  平成22年９月30日

自  平成23年７月１日

至  平成23年９月30日

１株当たり四半期純利益金額 （円） 6.97 30.54

(注) １　当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載して

おりません。

２　売上高には、消費税等は含まれておりません。

３　第35期第２四半期連結累計期間の四半期包括利益の算定にあたり、「包括利益の表示に関する会計基準」（企

業会計基準第25号　平成22年６月30日）を適用し、遡及処理しております。
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２ 【事業の内容】

当第２四半期連結累計期間において、当社グループ(当社及び当社の関係会社)において営まれている事

業の内容に重要な変更はありません。

また、主要な関係会社についても異動はありません。
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第２ 【事業の状況】

１ 【事業等のリスク】

当第２四半期連結累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項

のうち、投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前事業年度の有価証券報告書に

記載した「事業等のリスク」について重要な変更はありません。

なお、重要事象等は存在しておりません。

　

２ 【経営上の重要な契約等】

当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

　

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループ（当社及び連結子

会社）が判断したものであります。

　

(1)　業績の状況

当第２四半期連結累計期間（平成23年４月１日から平成23年９月30日まで）における当社グループ

は、前期より課題となっていた受注単価の見直しや原価低減努力が功を奏し、売上はほぼ期初予算（平成

23年５月13日発表）どおり、各利益においては期初予算並びに前年同四半期を大きく上回りました。この

傾向は特に第２四半期（平成23年７月１日から平成23年９月30日まで）に顕著であり、大幅な増収増益

を計上することができました。

この結果、売上高は7,912百万円（前年同四半期比7.1％増）、営業利益は612百万円（前年同四半期比

88.3％増）、経常利益は489百万円（前年同四半期比260.1％増）、四半期純利益は191百万円（前年同四

半期比188百万円の増加）となりました。

　

セグメントの業績は次のとおりであります。

①㈱タケエイ

前期より課題となっていた受注単価の見直しに加え、原価低減努力が功を奏し、売上高は5,094百万

円（前年同四半期比3.3％増）、セグメント利益は174百万円（前年同四半期比181百万円の増加）とな

りました。

②㈱リサイクル・ピア

解体系建設廃棄物処理のウエイトが高い同社は、受注単価の下落傾向に改善が見られず、売上高は

1,358百万円（前年同四半期比5.3％減）、セグメント利益は69百万円（前年同四半期比58.5％減）と

なりました。

③㈱北陸環境サービス

積極的な営業拡大策に加え、ＪＦＥエンジニアリンググループ及び㈱ダイセキ環境ソリューション

との業務提携効果も加わり、売上高は477百万円（前年同四半期比9.1％増）、セグメント利益は201百

万円（前年同四半期比31.3％増）となりました。

④㈱ギプロ　　　

原価低減努力が功を奏し、売上高は212百万円（前年同四半期比2.4％増）、セグメント利益は97百万

円（前年同四半期比14.8％増）となりました。
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⑤㈱池田商店

製造業向けに積極的な営業展開を図り、前第２四半期から引き続き大幅な増収増益となりました。こ

の結果、売上高は345百万円（前年同四半期比84.6％増）、セグメント利益は140百万円（前年同四半期

比337.6％増）となりました。

⑥その他

環境保全㈱は、競争激化による事業環境下ながら、本年１月の仙台支店開設など事業エリアの拡大に

よる営業強化策も功を奏しつつあります。㈱門前クリーンパークは、管理型最終処分場の開発に向け環

境影響評価作業を進めております。パークゴルフ場を運営する㈱タケエイパークゴルフマネジメント

は着実に来場者が増加しております。本年７月にＭ＆Ａで子会社化した諏訪重機運輸㈱も計画どおり

推移しております。この結果、売上高は424百万円（前年同四半期比123.2％増）となり、セグメント利

益は27百万円（前年同四半期比34百万円の増加）となりました。

　

(2)　財政状態の分析

当第２四半期連結会計期間末における総資産は30,190百万円（前連結会計年度比3.9％増）となり、前

連結会計年度末に比べ1,143百万円増加いたしました。流動資産は8,430百万円となり、321百万円増加い

たしました。これは、現金及び預金が59百万円、受取手形及び売掛金が155百万円、繰延税金資産が44百万

円増加したことなどによります。固定資産は、21,404百万円となり、753百万円増加いたしました。これは、

最終処分場が383百万円、土地が508百万円増加したことなどによります。

負債合計は17,866百万円（前連結会計年度比5.8％増）となり、前連結会計年度末に比べ972百万円増

加いたしました。流動負債は6,806百万円となり、755百万円増加いたしました。これは短期借入金が117百

万円、1年内返済予定の長期借入金が242百万円増加したことなどによります。固定負債は11,060百万円と

なり、217百万円増加いたしました。これは、繰延税金負債が102百万円、退職給付引当金が101百万円増加

したことなどによります。

純資産は12,323百万円（前連結会計年度比1.4％増）となり、前連結会計年度末に比べ171百万円増加

いたしました。これは、利益剰余金が142百万円増加したことなどによります。

　
(3)　キャッシュ・フローの状況

当第２四半期連結累計期間における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、3,915百万円

（前年同四半期比11.5％減）となりました。

各キャッシュ・フローの状況は以下のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

営業活動により資金は684百万円の増加（前年同四半期比20.7％増）となりました。これは、法人税等

の支払額260百万円、利息の支払額135百万円などの支出がありましたが、減価償却費736百万円、税金等調

整前当期純利益517百万円などの収入があったことによるものであります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

投資活動により資金は287百万円の減少（前年同四半期比56.7％減）となりました。これは、定期預金

の払戻による収入14百万円などがありましたが、有形固定資産の取得による支出334百万円などがあった

ことによるものであります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

財務活動により資金は326百万円の減少（前年同四半期比646百万円の減少）となりました。これは、長

期借入による収入1,378百万円などがありましたが、長期借入金の返済による支出1,543百万円、短期借入

金の返済による支出112百万円などがあったことによるものであります。
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(4)　事業上及び財務上の対処すべき課題

当第２四半期連結累計期間において、当連結会社の事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更

及び新たに生じた課題はありません。

　

(5)　研究開発活動

該当事項はありません。

　

(6)　主要な設備

前連結会計年度末において計画中であった主要な設備の新設、休止、大規模改修、除却、売却等につい

て、当第２四半期連結累計期間に著しい変更があったものは、次のとおりであります。

　

新設

前連結会計年度末において計画中であった提出会社の大木戸最終処分場の２回目の拡大計画について

は、平成23年４月に完了いたしました。
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第３ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

①　【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 14,880,000

計 14,880,000

　

②　【発行済株式】

　

種類

第２四半期会計期間末

現在発行数(株)

(平成23年９月30日)

提出日現在

発行数(株)

(平成23年11月14日)

上場金融商品取引所

名又は登録認可金融

商品取引業協会名

内容

普通株式 6,504,000 6,504,000
東京証券取引所
  (マザーズ)

単元株式数は100株で
あります。

計 6,504,000 6,504,000 － －

(注)　提出日現在発行数には、平成23年11月１日からこの四半期報告書提出日までの新株予約権の行使により発行され

た株式数は、含まれておりません。

　

(2) 【新株予約権等の状況】

当第２四半期会計期間において発行した新株予約権及び新株予約権付社債はありません。

　
(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

　

(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

　

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

　

年月日

発行済株式

総数増減数

(株)

発行済株式

総数残高

(株)

資本金増減額

 

(百万円)

資本金残高

 

(百万円)

資本準備金

増減額

(百万円)

資本準備金

残高

(百万円)

平成23年７月１日～

平成23年９月30日

（注）

6,0006,504,000 3 4,139 3 4,082

(注)　新株予約権の行使による増加であります。
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(6) 【大株主の状況】

平成23年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
(千株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

ＪＦＥエンジニアリング株式会社 東京都千代田区大手町２丁目６－２ 1,290 19.83

藤本　武志 神奈川県横浜市鶴見区 688 10.59

三本　守 神奈川県横浜市鶴見区 671 10.32

東京海上日動火災保険株式会社 東京都千代田区丸の内１丁目２－１ 502 7.72

日本マスタートラスト信託銀行株
式会社

東京都港区浜松町２丁目11－３ 451 6.94

株式会社タケエイ 東京都港区芝公園２丁目４－１ Ａ－10階 366 5.64

橋本　泰造 千葉県浦安市 267 4.11

野村信託銀行株式会社 東京都千代田区大手町２丁目２－２ 255 3.93

日本トラスティ・サービス信託銀
行株式会社

東京都中央区晴海１丁目８－11 155 2.39

タケエイ従業員持株会 東京都港区芝公園２丁目４－１ Ａ－10階 129 1.99

計 ― 4,780 73.50

(注)　上記の所有株式数のうち、信託業務に係る株式数は、次のとおりであります。

日本マスタートラスト信託銀行株式会社　　　　　　　451千株

野村信託銀行株式会社　　　　　　　　　　　　　　　255千株

日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社　　　　　155千株

　

(7) 【議決権の状況】

①　【発行済株式】

平成23年９月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 　 － － －

議決権制限株式（自己株式等） 　 － － －

議決権制限株式（その他） 　 － － －

完全議決権株式（自己株式等）

（自己保有株式） 　

－ －　普通株式 366,800

　 　

完全議決権株式（その他） 　普通株式 6,136,500 61,365－

単元未満株式 　普通株式 700 － －

発行済株式総数 　 6,504,000 － －

総株主の議決権 　 － 61,365－

　

②　【自己株式等】

平成23年９月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合(％)

（自己保有株式） 東京都港区芝公園二丁目４
番１号　Ａ-10階

366,800 － 366,800 5.63
株式会社タケエイ

計 － 366,800 － 366,800 5.63
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２ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期累計期間において役員の異動はありません。
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第４ 【経理の状況】

１　四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19

年内閣府令第64号）に基づいて作成しております。

２　監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期連結会計期間（平成23年７月１

日から平成23年９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成23年４月１日から平成23年９月30日ま

で）に係る四半期連結財務諸表について、有限責任 あずさ監査法人により四半期レビューを受けておりま

す。
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１【四半期連結財務諸表】
(1)【四半期連結貸借対照表】

(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成23年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成23年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 4,323 4,382

受取手形及び売掛金 2,967 3,123

商品及び製品 0 3

仕掛品 17 14

原材料及び貯蔵品 266 271

繰延税金資産 129 173

未収入金 193 124

その他 224 344

貸倒引当金 △13 △8

流動資産合計 8,108 8,430

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 5,943 6,085

機械装置及び運搬具（純額） 2,730 2,681

最終処分場（純額） 1,913 2,296

土地 7,004 7,513

その他（純額） 928 771

有形固定資産合計 18,520 19,347

無形固定資産

のれん 1,022 924

その他 75 62

無形固定資産合計 1,097 987

投資その他の資産

投資有価証券 201 220

繰延税金資産 131 153

その他 752 726

貸倒引当金 △52 △31

投資その他の資産合計 1,033 1,069

固定資産合計 20,651 21,404

繰延資産 287 356

資産合計 29,046 30,190
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成23年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成23年９月30日)

負債の部

流動負債

買掛金 467 513

短期借入金 877 995

1年内返済予定の長期借入金 3,019 3,262

1年内償還予定の社債 190 240

未払法人税等 288 325

その他 1,207 1,468

流動負債合計 6,051 6,806

固定負債

社債 790 720

長期借入金 8,578 8,192

繰延税金負債 344 447

退職給付引当金 165 266

資産除去債務 357 413

その他 605 1,019

固定負債合計 10,842 11,060

負債合計 16,894 17,866

純資産の部

株主資本

資本金 4,134 4,139

資本剰余金 4,297 4,302

利益剰余金 3,651 3,794

自己株式 △307 △307

株主資本合計 11,775 11,928

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 35 44

その他の包括利益累計額合計 35 44

少数株主持分 341 350

純資産合計 12,152 12,323

負債純資産合計 29,046 30,190
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(2)【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第２四半期連結累計期間】

(単位：百万円)

前第２四半期連結累計期間
(自 平成22年４月１日
　至 平成22年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成23年４月１日
　至 平成23年９月30日)

売上高 7,389 7,912

売上原価 5,641 5,936

売上総利益 1,748 1,976

販売費及び一般管理費 ※１
 1,422

※１
 1,363

営業利益 325 612

営業外収益

受取利息 0 0

受取保険金 0 0

債務取崩益 4 5

助成金収入 － 8

その他 9 23

営業外収益合計 15 38

営業外費用

支払利息 154 130

持分法による投資損失 1 18

その他 50 13

営業外費用合計 205 162

経常利益 135 489

特別利益

固定資産売却益 5 6

貸倒引当金戻入額 8 －

保険解約返戻金 － 31

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 34 －

その他 － 8

特別利益合計 48 46

特別損失

固定資産売却損 0 －

固定資産除却損 0 －

投資有価証券評価損 2 －

減損損失 － 7

災害義援金 － 10

その他 － 0

特別損失合計 2 17

税金等調整前四半期純利益 181 517

法人税、住民税及び事業税 199 329

法人税等調整額 △40 △27

法人税等合計 159 301

少数株主損益調整前四半期純利益 22 216

少数株主利益 19 24

四半期純利益 3 191
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【四半期連結包括利益計算書】
【第２四半期連結累計期間】

(単位：百万円)

前第２四半期連結累計期間
(自 平成22年４月１日
　至 平成22年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成23年４月１日
　至 平成23年９月30日)

少数株主損益調整前四半期純利益 22 216

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △15 9

その他の包括利益合計 △15 9

四半期包括利益 7 225

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 △12 201

少数株主に係る四半期包括利益 19 24
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(3)【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
(単位：百万円)

前第２四半期連結累計期間
(自 平成22年４月１日
　至 平成22年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成23年４月１日
　至 平成23年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 181 517

減価償却費 699 736

のれん償却額 97 98

貸倒引当金の増減額（△は減少） △12 △31

退職給付引当金の増減額（△は減少） 35 19

受取利息及び受取配当金 △2 △2

支払利息 154 130

支払手数料 2 1

投資有価証券評価損益（△は益） 2 －

固定資産売却損益（△は益） △5 △6

固定資産除却損 0 －

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 △34 －

売上債権の増減額（△は増加） 137 △27

たな卸資産の増減額（△は増加） △26 3

仕入債務の増減額（△は減少） △52 45

繰延資産の増減額（△は増加） △5 △68

未払金の増減額（△は減少） 22 52

未払消費税等の増減額（△は減少） △37 △15

その他 4 △375

小計 1,162 1,078

利息及び配当金の受取額 2 1

利息の支払額 △163 △135

法人税等の支払額 △434 △260

営業活動によるキャッシュ・フロー 567 684

投資活動によるキャッシュ・フロー

短期貸付金の回収による収入 0 0

定期預金の預入による支出 △4 △4

定期預金の払戻による収入 50 14

投資有価証券の取得による支出 △73 △2

投資有価証券の売却による収入 － 0

有形固定資産の取得による支出 △643 △334

有形固定資産の売却による収入 4 7

連結の範囲の変更を伴う子会社株式の取得によ
る支出

－ △2

その他 1 32

投資活動によるキャッシュ・フロー △665 △287
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(単位：百万円)

前第２四半期連結累計期間
(自 平成22年４月１日
　至 平成22年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成23年４月１日
　至 平成23年９月30日)

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入れによる収入 190 230

短期借入金の返済による支出 △162 △112

長期借入れによる収入 298 1,378

長期借入金の返済による支出 △1,531 △1,543

長期未払金の返済による支出 △40 △45

社債の償還による支出 △40 △20

株式の発行による収入 1,696 9

配当金の支払額 △41 △49

少数株主への配当金の支払額 △12 △14

その他 △37 △158

財務活動によるキャッシュ・フロー 320 △326

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 221 69

現金及び現金同等物の期首残高 4,201 3,845

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※１
 4,423

※１
 3,915
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【連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更】

当第２四半期連結累計期間
(自  平成23年４月１日  至  平成23年９月30日)

連結の範囲の重要な変更

当第２四半期連結会計期間より、新たに完全子会社とした諏訪重機運輸株式会社を連結の範囲に含めておりま

す。

　
　

【追加情報】

当第２四半期連結累計期間

(自　平成23年４月１日　至　平成23年９月30日)

第１四半期連結会計期間の期首以後に行われる会計上の変更及び過去の誤謬の訂正より、「会計上の変更及び誤

謬の訂正に関する会計基準」(企業会計基準第24号　平成21年12月４日)及び「会計上の変更及び誤謬の訂正に関す

る会計基準の適用指針」(企業会計基準適用指針第24号　平成21年12月４日)を適用しております。
　

　

【注記事項】

(四半期連結損益計算書関係)

※１  販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次のとおりであります。

　

　
前第２四半期連結累計期間
(自  平成22年４月１日
  至  平成22年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自  平成23年４月１日
  至  平成23年９月30日)

役員報酬 171百万円 164百万円

給与手当 527百万円 528百万円

福利厚生費 99百万円 103百万円

退職給付費用 32百万円 33百万円

貸倒引当金繰入額 －百万円 △12百万円

のれん償却額 97百万円 98百万円

　

　

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

※１  現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係は

次のとおりであります。

　

　
前第２四半期連結累計期間
(自  平成22年４月１日
  至  平成22年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自  平成23年４月１日
  至  平成23年９月30日)

現金及び預金 4,922百万円 4,382百万円

預入期間３ヵ月超の定期預金 △499百万円 △467百万円

現金及び現金同等物 4,423百万円 3,915百万円
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(株主資本等関係)

前第２四半期連結累計期間（自  平成22年４月１日  至  平成22年９月30日）

１  配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成22年６月25日
定時株主総会

普通株式 41 8.00平成22年３月31日 平成22年６月28日 利益剰余金

　

２  基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期

間の末日後となるもの

決議 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成22年11月10日
取締役会

普通株式 32 5.00平成22年９月30日 平成22年12月10日 利益剰余金

　

３  株主資本の著しい変動

当社は、平成22年６月14日付で、ＪＦＥエンジニアリング株式会社から第三者割当増資の払込みを受けま

した。この結果、当第２四半期連結累計期間において資本金が850百万円、資本準備金が850百万円増加し、当

第２四半期連結会計期間末において資本金が4,134百万円、資本剰余金が4,297百万円となっております。

　

当第２四半期連結累計期間（自  平成23年４月１日  至  平成23年９月30日）

１  配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成23年６月24日
定時株主総会

普通株式 49 8.00平成23年３月31日 平成23年６月27日 利益剰余金

　

２  基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期

間の末日後となるもの

決議 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成23年10月31日
取締役会

普通株式 30 5.00平成23年９月30日 平成23年12月12日 利益剰余金
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

前第２四半期連結累計期間（自  平成22年４月１日  至  平成22年９月30日）

１  報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位：百万円）

　

報告セグメント
その他
(注)

合計
㈱タケエ
イ

㈱リサイ
クル・ピ
ア

㈱北陸環
境サービ
ス

㈱ギプロ
㈱池田商
店

計

売上高 　 　 　 　 　 　 　 　

  外部顧客への売上高 4,9321,433 437 208 187 7,199 189 7,389

  セグメント間の内部売上
高又は振替高

39 134 17 177 5 374 129 503

計 4,9721,568 455 385 192 7,573 319 7,892

セグメント利益又は損失
（△）

△6 166 153 84 32 430 △6 424

(注) 「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、環境保全㈱、泰武興運㈱、㈱タケエイ

パークゴルフマネジメント、㈱門前クリーンパーク及び㈱グリーンアローズ関東を含んでおります。

　

２  報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の

主な内容（差異調整に関する事項）

（単位：百万円）

利    益 金    額

報告セグメント計 430

「その他」の区分の利益（△は損失） △6

セグメント間取引消去 17

のれんの償却額 △97

その他の調整額 △18

四半期連結損益計算書の営業利益 325
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当第２四半期連結累計期間（自  平成23年４月１日  至  平成23年９月30日）

１  報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位：百万円）

　

報告セグメント
その他
(注)

合計
㈱タケエ
イ

㈱リサイ
クル・ピ
ア

㈱北陸環
境サービ
ス

㈱ギプロ
㈱池田商
店

計

売上高 　 　 　 　 　 　 　 　

  外部顧客への売上高 5,0941,358 477 212 345 7,488 424 7,912

  セグメント間の内部売上
高又は振替高

111 3 22 139 4 281 132 413

計 5,2061,361 499 352 349 7,770 556 8,326

セグメント利益 174 69 201 97 140 683 27 711

(注) 「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、環境保全㈱、泰武興運㈱、㈱タケエイ

パークゴルフマネジメント、㈱門前クリーンパーク、㈱グリーンアローズ関東及び諏訪重機運輸㈱を含んでおりま

す。

　

２  報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の

主な内容（差異調整に関する事項）

（単位：百万円）

利    益 金    額

報告セグメント計 683

「その他」の区分の利益 27

セグメント間取引消去 15

のれんの償却額 △98

その他の調整額 △14

四半期連結損益計算書の営業利益 612

　

３  報告セグメントの変更等に関する事項

前第３四半期連結会計期間より、従来、報告セグメントを「㈱タケエイ」、「㈱リサイクル・ピア」、「㈱

北陸環境サービス」、「㈱ギプロ」の４つとしておりましたが、セグメント利益の量的な重要性が増したた

め、「その他」に含めておりました「㈱池田商店」を加え、「㈱タケエイ」、「㈱リサイクル・ピア」、「㈱

北陸環境サービス」、「㈱ギプロ」、「㈱池田商店」の５つを報告セグメントとして変更しております。

これにより、前第２四半期連結累計期間の報告セグメントについては、変更後の区分に組替えて作成して

おります。
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(企業結合等関係)

当第２四半期連結会計期間（自  平成23年７月１日  至  平成23年９月30日）

取得による企業結合

(1) 企業結合の概要

　① 被取得企業の名称及びその事業の内容

被取得企業の名称　　　諏訪重機運輸株式会社

事業の内容　　　　　　廃棄物処理業・建設業・クレーン工事業・運送業

　② 企業結合を行った主な理由

諏訪重機運輸株式会社は、長野県中南信地域を中心に、廃棄物処理業、建築解体業を中核とする

事業を行っており、子会社化は、当社グループの事業基盤である首都圏と重複しない甲信越地域へ

の新たな進出となり、当社グループ中期経営計画の中心的柱のひとつである『事業地域の拡大』

に向けて大きく前進するものであります。あわせて、一般廃棄物・事業系廃棄物分野等、当社グ

ループがこれまで手薄だった新しい事業領域への展開も見据えており、付加価値向上、業績発展及

び企業価値向上のための戦略的子会社としての役割を担えるものと判断し、取得いたしました。

　③ 企業結合日

平成23年７月１日

　④ 企業結合の法的形式

現金を対価とする株式の取得

　⑤ 結合後企業の名称

結合後企業の名称に変更はありません。

　⑥ 取得した議決権比率

100.00％

　⑦ 取得企業を決定するに至った主な根拠

当社による現金を対価とする株式取得であるため。

(2) 四半期連結累計期間に係る四半期連結損益計算書に含まれる被取得企業の業績の期間

平成23年７月１日から平成23年９月30日まで

(3) 被取得企業の取得原価及びその内訳

取得の対価 現金 2百万円

取得に直接要した費用 アドバイザリー費用等 4百万円

取得原価 　 6百万円

(4) 発生したのれんの金額、発生原因、償却方法及び償却期間

　① 発生したのれんの金額　　0百万円

　② 発生原因

取得原価が被取得企業の時価純資産額を上回ったため、その超過額をのれんとして計上してお

ります。

　③ 償却方法及び償却期間

重要性が乏しいため、発生時全額費用処理しております。
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(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎並びに潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額及び算

定上の基礎は、以下のとおりであります。

　

項目
前第２四半期連結累計期間
(自  平成22年４月１日
  至  平成22年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自  平成23年４月１日
  至  平成23年９月30日)

(1) １株当たり四半期純利益金額 0円52銭 31円31銭

(算定上の基礎) 　 　

四半期純利益金額(百万円) 3 191

普通株主に帰属しない金額(百万円) － －

普通株式に係る四半期純利益金額(百万円) 3 191

普通株式の期中平均株式数(株) 5,933,977 6,131,338

(2) 潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額 0円51銭 30円59銭

(算定上の基礎) 　 　

四半期純利益調整額(百万円) － －

普通株式増加数(株) 63,658 144,869

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当
たり四半期純利益金額の算定に含めなかった潜在
株式で、前連結会計年度末から重要な変動があった
ものの概要

－ －
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２ 【その他】

第36期（平成23年４月１日から平成24年３月31日まで）中間配当については、平成23年10月31日開催の

取締役会において、平成23年９月30日の最終の株主名簿に記録された株主に対し、次のとおり中間配当を行

うことを決議いたしました。

　①配当金の総額　　　　　　　　　　　　　　　　　　30百万円

　②１株当たりの金額　　　　　　　　　　　　　　　　 5円00銭

　③支払請求権の効力発生日及び支払開始日　　平成23年12月12日
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　
平成23年11月14日

株式会社タケエイ

取締役会  御中

　

有限責任 あずさ監査法人

　

指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士   小 　野 　純 　司　㊞

　

指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士   佐   藤   和   充　㊞ 

　
当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式
会社タケエイの平成23年４月１日から平成24年３月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間（平
成23年７月１日から平成23年９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成23年４月１日から平成23年
９月30日まで）に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期
連結包括利益計算書、四半期連結キャッシュ・フロー計算書及び注記について四半期レビューを行った。
　
四半期連結財務諸表に対する経営者の責任
経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して
四半期連結財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のな
い四半期連結財務諸表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用する
ことが含まれる。
　
監査人の責任
当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸
表に対する結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レ
ビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。
四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施
される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において
一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手
続である。
当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。
　
監査人の結論
当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正
妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社タケエイ及び連結子会社の平成23年
９月30日現在の財政状態並びに同日をもって終了する第２四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・
フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。
　
利害関係
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以  上
　

 

(注) １．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２．四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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